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文字が多く大変恐縮です。

道標ない旅269 平成３０年１１月２１日（学校評価特集号）

“２６9”とは南郷中の全校生徒数です 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。 ◆◆
【職員アンケート結果】

【職員アンケートへの分析（コメント）】
○前期（５月）の結果に比べ、今回ほとんどの項目のポイントが上昇（平均で０．１５ポイント）
したことは、まずもって良い傾向であることは間違えない。
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○前期（５月）の職員アンケートでは、『クリアになった最大の課題は、問１８･１９・２０・
２７・２８といった、校内あるいは校外との相談体制・協力体制、一言で言えば「チーム南郷」
として学校の体制を整えていくことへの課題が見えていることである。丁寧な取組を通して、
学校として一丸となっていけるように努めていきたい。』という結果であった。今回はその設
問に注目して分析をした。
問１８ 学校は、教職員が一人で悩まないで済む、サポートのある学校体制だと思う。

１１月 ３．１８ ← ５月 ３．００
※順にＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆの人数を示す。

（６，２，７，４，３，１） （２，５，７，３，３，４）
問１９ 学校は、授業・学級経営を通し、生徒や保護者と信頼関係を築けている

１１月 ３．８６ ← ５月 ３．５０
（３，１３，４，１，０，２） （０，９，６，１，０，８）

問２０ 学校は、生徒が悩みなどを相談しやすい体制が整っている
１１月 ３．６２ ← ５月 ３．１７

（２，１１，６，２，０，２） （０，７，７，４，０，６）
問２７ 学校安全に関し、学校は、保護者･地域と連携し、協力・支援体制を築いている。

１１月 ３．９０ ← ５月 ３．６３
（５，１０，５，１，０，２） （２，８，９，０，０，５）

問２８ 学校は、職員全員が「チーム南郷」となって教育活動に取り組んでいると思う。
１１月 ２．８９ ← ５月 ３．０５ マイナス０．１５！

（３，１，９，３，３，４） （ ２，５，９，２，３，３）

★人数の移動を詳しく分析すると、Ａの「良く当てはまる」と考える人数の増加が示すように、
問２８を除けば、５月期の結果より取り組みが向上し始めたことはうかがえる。課題は、Ｅ
の「あてはまらない」と感じる教員がそれぞれ３名ずつ存在する、問１８と、今回ポイント
が降下した問２８である。
学年で動く傾向の強い中学校において、「学校一丸になって取り組む」という方針を掲げる
ことの難しさを痛感する。
しかし、学校が一丸となる方針や方法のもと、教育課程や生徒指導が展開されることは大変
重要であることは間違えない。今の南郷中には高いハードルに見えても、そこに向かって教
職員全体の意識を高めることを続けていく必要があると考える。

【生徒アンケート結果】

【生徒アンケートへの分析（コメント）】
○今回のアンケートでは、南郷中が従来設定していた１３の設問に、新たに６項目新設し、合計１
９問のアンケートを実施した点と、従来の４段階に対し、新たに「Ｃ：どちらでもない」を加え、
５段階評価にした点が、変更点である。 また分析手法に、重心値という分布傾向を数値で示し、
全体の傾向や変化を掴めるように改善を図った。
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○従来の設問の重心値を比較すると、平均でＨ３０ ４．４５ Ｈ２９ ４．５３と、０．０８ポ
イントとわずかであるがポイントが下がっている。
程度こそわずかであるが、ポイント上昇設問は、次の２項目であった。
問３ 学習でわかりにくいところは、先生に質問できる。 ＋０．０７
問 12 授業に意欲的に取り組み、内容を理解しようと頑張ってきた。 ＋０．０３
一方、主たるポイント下降設問は、
問２ 授業の進め方や説明はだいたい満足できる。

Ｈ３０ ４．０７ ← Ｈ２９ ４．２５ －０．１８
問７ 友達との関わりについて学ぶ機会があった。

Ｈ３０ ４．５３ ← Ｈ２９ ４．６４ －０．１１
問８ 自分の悩みなどを、先生や相談員の方に相談しやすい雰囲気がある。

Ｈ３０ ３．９０ ← Ｈ２９ ３．９８ －０．０８
問９ 南郷中学校が好きである。

Ｈ３０ ４．５３ ← Ｈ２９ ４．６６ －０．１３
問 16 学校からのプリントなどを保護者に忘れずに渡せた。

Ｈ３０ ４．１３ ← Ｈ２９ ４．３３ －０．２０
問 19 今までに、携帯電話やインターネットで迷惑し困った経験をしたことはない。（ある場合

は、Ｂ～Ｅの回答となります。）
Ｈ３０ ４．５６ ← Ｈ２９ ４．７２ －０．１７

○新設問においては、ポイントが全項目の平均値よりかなり低い設問に注目した。
問 10 先生方は、いじめの早期発見・早期解決に努力していると思う。

Ｈ３０ ４．２０
問 11 先生方は、いじめの再発がないよう努力している。（いじめが起こっていないときは F で

回答します。） Ｈ３０ ４．０５
○今回ポイントの低かった３つは、「問８ 相談しやすさ」「問 11 いじめ再発防止」「問２ 授業
の進め方」であった。特に、自由記述においても、「楽しい！」といった声に混じり、相談のし
やすさやいじめに関する声を上げた生徒が７名、授業の進め方について声を上げた生徒が１８名
いたことは見逃せない。生徒の不安を払拭していく努力に実際に取り組むことや、問７のように
現時点で足りていないことを把握し、改善に努めることで、ＰＤＣＡサイクルの面からも、この
時期にアンケートをとっている良さにつなげていく必要がある。

【保護者アンケート結果】
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【保護者アンケートへの分析（コメント）】

○今回のアンケートでは、南郷中が従来設定していた１７の設問に、新たに８項目新設し、合計２
５問のアンケートを実施した点と、従来の４段階に対し、新たに「Ｃ：どちらでもない」を加え、
５段階評価にした点が、変更点である。 また分析手法に、重心値という分布傾向を数値で示し、
全体の傾向や変化を掴めるように改善を図った。

○従来の設問の重心値を比較すると、平均でＨ３０ ４．２５ Ｈ２９ ４．２９と、０．０４ポ
イントの違いこそあれ、ほぼ同程度の平均であったが、主たるポイント上昇設問は、
問８ 生徒は、意欲的に学習に取り組んでいる。

Ｈ３０ ４．１０ ← Ｈ２９ ３．９８ ０．１２ポイント上昇
問９ 授業の分かりにくかった内容について先生に質問しやすい雰囲気がある。

Ｈ３０ ３．７７ ← Ｈ２９ ３．６５ ０．１２ポイント上昇
一方主たるポイント下降設問は、
問２ 学校は、学校生活のみならず社会のマナーやルールを守ることについて指導している。

Ｈ３０ ４．３２ ← Ｈ２９ ４．４４ ０．１２ポイント下降
問 19 お子さんは、部活動に一生懸命に取り組んでいる。（３年生の場合は、部活動に一生懸命

に取り組んでいた。）
Ｈ３０ ４．５０ ← Ｈ２９ ４．６５ ０．１５ポイント下降

問 20 今までに、お子さんはＳＮＳ（携帯電話やインターネット）で迷惑し困った経験をした
ことはない。（ある場合は、Ｂ～Ｅの回答となります。）
Ｈ３０ ４．２５ ← Ｈ２９ ４．４９ ０．２４ポイント下降

問 23 教職員は、教育活動に熱心に取り組んでいる。
Ｈ３０ ４．２４ ← Ｈ２９ ４．４４ ０．２０ポイント下降

であった。

○新設問においては、ポイントが４ポイントを割り込んだウィークポイントに注目した。 問 11
学校は、生徒に必要な資質・能力を育むことができている。

Ｈ３０ ３．８４
問 12 学校は、幅広い学習資料・学習資源・情報機器等を取り入れて、授業改善に努めている。

Ｈ３０ ３．７３
問 23 学校は、いじめの早期発見・早期解決に取り組んでいると思う。

Ｈ３０ ３．９６

○問 23 に象徴される南郷中学校教職員に対する印象を、ひたむきな実践と実績を通して変えてい
かねばならないと考える。自由記述では、学校に対するたくさんの応援・励ましや感謝の言葉に
混じえ、４名の保護者から授業の進度に係る具体的なご意見も頂いた。具体的には授業進度のへ
の生徒の不安を払拭しながら、授業改善を進め、生徒に必要な資質・能力を身に付けさせていく
必要があると考える。

【今回の結果を受けての総括】

今回、アンケート実施時期を１０月末～１１月初旬と早めたのは、即座に分析することを通し、
アンケート分析結果から明らかになる課題について、残りの後期に改善できる内容があるはずだと
考えたからである。
生徒や保護者の皆様からいただいたアンケートの自由記述については、教職員全てに配り、共有

を図った。その中で、沢山の声援や感謝の言葉をいただけたことで、教育活動に自信を持って当た
っていく勇気を南郷中学校はいただくことができた。
職員に「チーム南郷」という意識を醸成するのは、時間がかかるかもしれないが、生徒が伝えて

きた、「相談のしにくさ、いじめにつながりかねないいじりの指摘、授業進度への不安」等は、今
年度内で改善していかねばならないことと捉える。また、保護者の方の意識に透けて見える「教育
活動に熱心に取り組んでいないのでは？」という直接ではない声に対しても、一層の努力で応えて
いくしかないと考える。その上で学校は頑張っていると一層のご理解ご支援がいただけるようにし
ていきたい。

文章だらけで、読む気もしないという、お叱りもあると思いますが、読んでいただけた（この特
集号にお付き合いいただいた）ことに感謝申し上げます。


